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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月6日(2008.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物における望ましくないＮＫＴ細胞活性化に伴う疾患を処置するための組成物で
あって、該組成物は、有効用量のＮＫＴ細胞抑制剤を含み、該薬剤が、抗原提示分子との
相互作用を通してＮＫＴ細胞免疫機能を抑制することを特徴とする、組成物。
【請求項２】
　前記疾患が全身性エリテマトーデスまたはその動物モデルである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　前記疾患がアレルギー性疾患である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記疾患が喘息である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項１に記載の組成物。
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【請求項６】
　前記哺乳動物がマウスである、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記ＮＫＴ細胞抑制剤が、一般構造：
Ｇ－Ｌ
を有する非活性化糖脂質であり、
　式中Ｌは脂質であり、Ｇは糖である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記糖と前記脂質との間の結合が、Ｏ原子のいずれかにおけるものであり得、アルファ
配置またはベータ配置にある、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｇがガラクトースである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　Ｌが、Ｃ８からＣ３０の脂肪酸、長鎖第二級アルコール、長鎖アミノアルコール、およ
び長鎖ジ－またはトリヒドロキシ塩基を有する脂肪酸アミド類よりなる群から選択され、
それらのいずれかが場合によってはリン酸化または硫酸化されている、請求項８に記載の
組成物。
【請求項１１】
　Ｌがセラミドである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記ＮＫＴ細胞抑制剤がβ－ガラクトシルセラミドである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　喘息の処置における治療剤をスクリーニングする方法であって：
　候補薬剤をＮＫＴ細胞と接触させてＮＫＴ細胞活性化を抑制する際の前記薬剤の有効性
を決定することを含む方法。
【請求項１４】
　全身性エリテマトーデスの処置における治療剤をスクリーニングする方法であって、該
方法は、候補薬剤をＮＫＴ細胞と接触させてＮＫＴ細胞活性化を抑制する際の前記薬剤の
有効性を決定することを含む、方法。
【請求項１５】
　前記候補薬剤が、一般構造：
Ｇ－Ｌ
を有する非活性化糖脂質であり、
　式中Ｌは脂質であり、Ｇは糖である、請求項１３および１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記糖と前記脂質との間の結合が、Ｏ原子のいずれかにおけるものであり得、アルファ
配置またはベータ配置にある、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　Ｇがガラクトースである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　Ｌが、Ｃ８からＣ３０の脂肪酸、長鎖第二級アルコール、長鎖アミノアルコール、およ
び長鎖ジ－またはトリヒドロキシ塩基を有する脂肪酸アミド類よりなる群から選択され、
それらのいずれかが場合によってはリン酸化または硫酸化されている、請求項１５に記載
の方法。
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